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広報 
平成20年 
（2008年） 1.1

市 の 人 口●127,668人（－33人） 
　　　　　　男65,317人　女62,351人 
市の世帯数●52,281世帯（＋448世帯） 
平成19年12月１日現在（　）は前年同月との増減 

●コミュニティバスの愛称決まる（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●WE LOVE ZAMA！健康体操の紹介（4・5面） 
●上半期の財政状況（6面） 
●ざまインフォメーション（7面） 
●米軍再編における市の基本的姿勢（8面） 

【座間市のお知らせ】№799

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や

希
望
が
叶
う
良
き
一
年
と
な
る

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昨

年
も
依
然
と
し
て
実
感
の
乏
し

い
景
気
回
復
が
続
い
て
お
り
、

加
え
て
、
人
と
し
て
の
心
が
失

わ
れ
、
平
穏
な
暮
ら
し
を
脅
か

す
よ
う
な
事
件
が
多
発
す
る
な

ど
、
殺
伐
と
し
た
世
相
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
市
政
に

と
り
ま
し
て
も
、
国
の
三
位
一

体
改
革
に
よ
り
税
源
委
譲
が
実

施
さ
れ
た
も
の
の
、
国
庫
補
助

金
、
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど

の
影
響
か
ら
極
め
て
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
お
か
げ

を
も
ち
ま
し
て
、
市
民
参
加
の

ル
ー
ル
を
定
め
た
協
働
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
施
行
を
は
じ
め
、

災
害
情
報
な
ど
を
迅
速
に
提
供

す
る
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
の
開
始
、
市
内
十
三
館

目
と
な
る
北
地
区
児
童
ホ
ー
ム

の
開
設
、
小
中
学
校
施
設
の
耐

震
化
事
業
、
観
光
協
会
の
設
立

な
ど
、
各
分
野
で
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
心
配
を
お
掛
け
し

て
お
り
ま
す
米
軍
再
編
に
伴
う

米
陸
軍
第
一
軍
団
（
前
方
）
司

令
部
の
移
転
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
議
会
、
市
自
治
会
連

絡
協
議
会
、
行
政
で
構
成
す
る

市
連
絡
協
議
会
と
し
て
、
国
が

自
ら
示
す
と
約
束
し
な
が
ら
未

だ
に
示
さ
れ
な
い
基
地
恒
久
化

解
消
へ
の
具
体
的
方
策
を
引
き

続
き
国
に
求
め
、
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
中
は
市
議
会
に
対
す

る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
キ

ャ
ン
プ
座
間
へ
の
米
陸
軍
第
一

軍
団
（
前
方
）
司
令
部
が
昨
年

十
二
月
十
九
日
に
発
足
す
る
な

ど
な
し
崩
し
的
に
行
な
わ
れ
、

そ
の
動
向
が
非
常
に
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年

も
市
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、

外
務
省
や
防
衛
省
な
ど
に
要
請

行
動
を
幾
度
と
な
く
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
進
展

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

引
き
続
き
、
市
、
市
議
会
、
市

自
治
会
連
絡
協
議
会
が
市
民
と

一
体
と
な
り
、
基
地
の
強
化
、

恒
久
化
の
解
消
を
求
め
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
景
気
は
除
々
に
回
復

し
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
感
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
本
市
に
お
い

て
も
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
も
、
単
に
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
だ
け
で
は
な
く
、

議
会
と
行
政
が
真
の
両
輪
と
な

れ
る
よ
う
議
会
一
同
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、
多
く
の
幸
せ

が
訪
れ
る
充
実
し
た
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。

本
年
も
市
政
を
取
り
巻
く
環

境
は
楽
観
を
許
す
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
地
方
分
権
の
流

れ
が
本
格
化
し
た
今
、
こ
れ
ま

で
の
着
実
な
歩
み
を
さ
ら
に
進

め
、
都
市
と
し
て
の
自
主
、
自

立
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
も
、

市
税
を
中
心
と
し
た
財
源
の
安

定
確
保
と
徹
底
し
た
事
務
事
業

の
改
革
、
改
善
を
推
進
し
、
少

子
高
齢
社
会
の
到
来
に
伴
う
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
や
福
祉
、健
康
、

環
境
、
教
育
な
ど
、
時
代
の
要

請
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
所

存
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、「
安
全
・
快
適
・
協
働
」

を
テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
倍
旧
の
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲牧野正義さん（南栗原３丁目在住）
約20年前から荷造り用のひも（PPバンド）を使い、昆虫や

動物などを作り始める。レパートリーは100種類以上あり、自
宅の一室を開放して教室を開き、地域の子どもたちなどに物
作りの楽しさを伝えている。「夢を形に」。思い描いた物を一
つの形に作り上げるのが何よりも楽しいと話す。
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く
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今
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す
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迫
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、
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の
皆
さ
ん
と
の
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働
に
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る
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づ
く
り

を
進
め
、
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み
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い
ま
ち
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く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 
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市の水道水は、約85パーセントが地下水で賄われています。しかし、こ
のまま都市化が進み、地面がコンクリートで覆われていくと、雨水が地下
に浸透できないため、地下水が枯渇してしまう恐れがあります。このこと
から住宅の庭などは、木を植えるなどしてできるだけ舗装をせずに、雨が
浸透できる場所を確保するようご協力ください。なお、地下に雨水を浸透
させるための施設を新たに設置する場合には、下表のとおり費用の一部を
助成する制度がありますのでご利用ください。

担当 環境対策課　�046（252）7675 �046（257）7743

雨水浸透ます
 １基当たり12,500円 

 （重点的涵養推進区域は17,000円） 
雨水浸透トレンチ １メートル当たり6,500円 
浸透性アスファルト舗装 １平方メートル当たり500円 
雨水貯留槽 １基当たり本体価格の２分の１の額（上限25,000円） 

雨水浸透施設などの設置助成 

※施設などの台数や容量などに一定の条件がありますので、事前に担当にご相談ください。 

かんよう 

雨水貯留槽 地下浸透 

砂 

砕石 

とい 

〈雨水浸透トレンチ〉

〈雨水浸透ます〉 

雨水浸透ます 
雨水浸透トレンチ 雨 市では、市内の公共施設と

市役所へのアクセスを便利に
するためにコミュニティバス
を試行運行しています。
今回、市民の皆さんに、よ

り身近により親しみやすくご
利用していただくために、コ
ミュニティバスの愛称を募集
したところ、116件の応募を
いただきました。審査選考の結果、市内在住の藤田千代さん（相模が
丘）考案の「ザマフレンド号」に決定しました。
市役所へお越しの際や市内へお出掛けの際に、今後ともお気軽にコ

ミュニティバスをご利用ください。
担当 政策課 �046（252）8289 �046（255）3550

12月１日、市交通安全対策協議会主催による「市交通安全推進大会」
が、ハーモニーホール座間（市民文化会館）で盛大に開催されました。
会場には、交通安全の関係団体など約300人が集まり、交通安全につ
いて考えたり交通事故の犠牲者に黙祷

もくとう

を捧げたりしました。
また、当日会場では、交通安全功労者と交通安全ポスターや交通安

全標語の入賞者の表彰式が実施されました。表彰を受けた方々は次の
皆さんです（敬称略）。
【交通安全功労表彰】
梶原一敏　四ツ谷
矢澤富夫　入谷１丁目
片野恒幸　座間１丁目
田中忠雄　入谷４丁目
岡田信男　相武台３丁目
星野文雄　ひばりが丘２丁目
岩上輝夫　ひばりが丘２丁目
中村武久　栗原中央５丁目
鬼海庄一郎　南栗原３丁目
中村　豊　大和市つきみ野１丁目
ひばりが丘５丁目自治会　ひばりが丘５丁目
小松原みまもり隊　小松原２丁目
ひばりが丘１丁目自治会　ひばりが丘１丁目
【交通安全功労感謝】
村田岳生　緑ケ丘６丁目
相武台中原自治会　相武台２丁目
株式会社厚木自動車学校　海老名市河原口
座間市自動車整備業組合　栗原中央３丁目
【交通安全ポスターコンクール】
・最優秀賞 清川真朱　立野台小２年
・優秀賞
小学生低学年の部　菅原彩乃　ひばりが丘小２年
小学校中学年の部　米田萌恵　入谷小３年
小学校中学年の部　亀山　匠　中原小４年
小学校高学年の部　伊豆奈津美 東原小６年
中学生の部　吉川和泰 西中３年

【高齢者向け交通安全標語】
・最優秀賞 山本美津江（一般）
・優秀賞
小学生の部　長谷川和貴　東原小１年
中学生の部　布施美咲
一般（高校生以上）の部　田畑眞一

担当 安全対策課　�046（252）8158 �046（252）7773

市教育委員会では、古くから市
内に伝承されているさまざまな有
形無形の文化財の中で、特に重要
な物を保護および周知する目的で
市指定重要文化財を指定していま
す。新たに昨年８月21日付けで、
浄土寺（四ツ谷）境内にある「保
田安兵衛」供養塔を市指定重要文
化財として指定しました。

この供養塔は、碑文の年号と過去帳から生前の寺
てら

子
こ

屋
や

師匠（保田安兵衛）
の遺徳を偲

しの

び、筆
ふで

子
こ

（生徒）が七回忌に当たる宝暦８年（1758年）に建立
したことが分かりました。また、当時の寺子屋の様子を知ることのできる
資料として、この供養塔は市内では最も古い物です（下記参照）。
なお、市指定重要文化財は、この供養塔を含め現在32件が指定されてい

ます。さらに市内には、市指定重要文化財とは別に、星谷寺の「梵
ぼん

鐘
しょう

」が
国重要文化財に指定されています。
○名 称　　「保田安兵衛」供養塔
○管理者　　宗教法人浄土寺　代表役員 渋谷聡明
○所在地　　四ツ谷489（浄土寺境内）
○構　造
（1）構造・形状　角柱形有縁
（2）材質　凝灰岩質（角礫凝灰岩）
（3）寸法　本体＝高さ61センチメートル×幅25センチメートル×奥行き

16センチメートル
蓮台＝高さ15センチメートル×幅40センチメートル×奥行き
40センチメートル

（4）その他　管理者により小
しょう

祠
し

に納められ保存
担当 生涯学習推進課 �046（252）8431 �046（252）5704



受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。 
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

▽とき＝１月10日（木）午後１時15分～２時15分受け
付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康センター▽対
象＝平成19年９月生まれ（対象者には個人通知します）
と対象月に受けられなかった６カ月未満児

▽とき＝１月18日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定と
食事・発育状態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康手
帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝１月23日（水）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ方、子
どもの発達について▽対象＝おおむね生後７カ月～８
カ月児とその保護者▽定員＝30人（申込順）▽持ち
物＝母子健康手帳、マグカップ、フォーク▽申込方
法＝電話予約
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保 予 保健医療課 

▽とき＝１月18日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝４カ月～
１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝１月22日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成19年９月生まれ

市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査を実
施しています。対象者には個人通知をしますので、あ
らかじめ医療機関に電話連絡し、母子健康手帳を持参
の上、受診してください。

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成18年６月
生まれ◆歯科▽とき＝１月９日・16日、いずれも水曜
日午前９時30分～10時30分▽ところ＝市民健康センタ
ー▽対象＝平成18年５月生まれ

▽とき＝１月23日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
と育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）▽対
象＝平成17年12月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、歯
ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はありませ
んのでご注意ください）

▽とき＝１月８日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成16年７月生まれ▽持ち
物＝母子健康手帳

▽とき＝①１月25日（金）午後１時30分～２時30分受
け付け②１月28日（月）午前９時30分～10時30分受け
付け③１月29日（火）午前９時30分～10時30分受け付
け▽ところ＝①相模が丘コミュニティセンター②市民
健康センター③市公民館▽内容＝身体測定、尿検査、
血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝健康手帳▽申
込方法＝直接会場へ

予ＢＣＧ接種
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▽
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①
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催
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③
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▽
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▽
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、
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簡
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０
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５
９
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２
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保育児相談

保もぐもぐ教室

保発達相談

保４カ月児健康診査

保８～10カ月児健康診査

保１歳６カ月児健康診査

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

保健康相談

○と　き　１月29日（火）
午後１時30分～３時30分

○ところ　市民健康センタ
ー

○内　容　関節痛を防ぐた
めに、どのようなストレ
ッチや運動を心掛けたら
良いかを体験しながら学
ぶ講座

○対　象　40歳以上
○定　員　30人（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、バスタオル、健康手帳（お
持ちでない方には当日発行します）

○申込方法　１月28日（月）までに電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043
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身近な暮らしを振り返り、夫婦・
男女がお互いを尊重し、生き生きと
生活するためのパートナーシップに
ついて、楽しく学んでみてはいかが
ですか。
○と　き　２月６日（水）午後１時
30分～３時30分（午後１時開場）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）大会議室
○内　容　エッセイスト・ジャーナ
リスト・マンガ原作者の村瀬春樹
さんを講師に迎え、夫婦・男女の
パートナーシップについての話を聴く

○定　員　40人（申込順）
○保　育　あり（原則２歳以上、１月29日（火）までに要予約、
おやつ代100円）

○申込方法　直接、電話またはファクスで担当へ
担当 市民人権課　�046（252）8483 �046（252）0220

村瀬春樹さん

※ 対象は幼児（保護者同伴）から小学生で、入場は自由です。 
※ 上履きを持参してください。 
担当　　　　　　　　　　　　 子育て支援課　�046（252）7969　�046（252）7043

座間児童館 
�046（252）0621

福笑い、ゲーム 

栗原児童館 
�046（252）0628

ジャンボカルタほか 

鳩川児童館 
�046（255）5738

１月８日（火） 
午後２時～３時 

羽根突き、こまほか 

ひばりが丘南児童館 
�046（256）0236

百人一首、かるた、福笑い、こま 

相模野児童館 
�046（256）2419

ジャンボカルタ 

名称・電話番号 と     き 内         容 

最近の消費生活相談に寄せられる相談
の中で、特に目立つのがキャッチセール
スによる被害です。巧妙な方法で契約書
にサインさせ、高額な商品や継続的なサ
ービスの契約を迫るキャッチセールス。
次のような事例が報告されていますの
で、皆さんもご注意ください。
事例１（ダイヤのペンダント）
路上アンケートに答えた後、女性に呼び出され展示会に誘わ

れた。展示会会場で勧められた高額なダイヤのペンダントを契
約してしまったが、解約するにはどう対処したらよいか。

（20歳代　男性）
事例２（ゲルマニウムネックレス・ブレスレット）
催し物会場に出店していた業者のテント内で、血液サラサラ

度を測定すると言われ簡単な血液検査をされた結果、高血圧な
どに効果があるというゲルマ二ウムネックレスやブレスレット
を勧められた。契約したが、クーリング・オフしたい。

（50歳代　女性）
事例３（美顔エステティック）
街を歩いていて声を掛けられた。無料サンプルをプレゼント

するような話だったので同行したが、結果的には高額なエステ
の契約をしてしまった。クーリング・オフできないか。

（30歳代　女性）

上記事例は、約10万円から90万円までの高額な契約です。
「特定商取引に関する法律」では、訪問販売などによる取り引
きで、あらかじめ定められた商品や継続的なサービスなどを契
約した場合、消費者は、原則として契約書を受け取ってから一
定期間の間はクーリング・オフができると規定されています。
また、業者のセールストークや勧誘方法によっては、消費者契
約法などによる契約の取り消しができる場合もあります。キャ
ッチセールスによる契約は、クーリング・オフなどが可能な場
合が多いので、あきらめずに座間市消費生活相談などに早めに
ご相談ください。

担当 広聴相談課 �046（252）8218 �046（252）0220

アドバイス

直通電話　�046（252）8490
○と　き　毎週月曜～金曜日午前９時30分～正午、午後１
時～３時30分（ただし、偶数月の第２水曜日は午後のみ）

○ところ　市役所３階広聴相談課

市青少年芸術祭実行委員会では、２月23日（土）、24日（日）にハーモニ
ーホール座間で開催する青少年美術展の作品を、次のとおり募集します。
○応募資格　２月23日現在、中学生から30歳までの市内在住・在勤・在学者
（絵画のみ小学生も応募可）
○応募規定　最近１年以内の自作品で、そのほかについては下表のとおり

○搬入期間　１月25日（金）～２月13日（水）
○搬入場所　青少年センター内青少年課窓口
○賞　　　　種目ごとに授与
※作品には、必要事項を記入した所定の応募用紙か、種目名・題名・氏名・
年齢・住所・電話番号・勤務先（または学校名と学年）を明記した用紙を添
付してください。
担当 青少年課 �046（253）8415 �046（259）2163

座間市、大和市、海老名市、綾瀬市の４市は、地域共同で循環型社会への
転換を目指し、市域を越えたごみ処理広域化について、相互に協力すること
を目的に「大和高座ブロックごみ処理広域化実施計画（案）」を策定しまし
た。
このたび同計画（案）に対する市民の皆さんの意見を募集します。同計画

（案）は、市役所１階市民情報コーナー、市役所４階資源推進課、各出張所、
市公民館、北・東地区文化センターで閲覧できるほか、市ホームページでも
ご覧いただけます。
○閲覧期間　１月７日（月）～１月20日（日）
※市役所と各出張所は、土曜・日曜日、祝日を、市公民館と北・東地区文
化センターは、１月７日（月）、14日（月）、15日（火）を除きます。

○応募方法　意見のほか住所、氏名も記載した書面などを、次の応募先に郵
送、ファクス、電子メールまたは直接、１月20日（日）までに提出（直接
の場合は土曜・日曜日、祝日を除く）

○応募先　郵　送＝〒228-8566 座間市役所資源推進課
ファクス＝�046（252）7616
電子メール＝gomipub@city.zama.kanagawa.jp

担当 資源推進課 �046（252）7985 �046（252）7616

座間市、海老名市、綾瀬市および高座清掃施設組合では、ごみ
処理やリサイクルを円滑に行うため、「一般廃棄物処理基本計画」
の見直しを行っております。
このたび、同計画（案）がまとまりましたので、これを市民の

皆さんに公開し、市民の皆さんの意見を募集します。同計画（案）
は、市役所１階市民情報コーナー、市役所４階資源推進課、各出
張所、市公民館、北・東地区文化センターで閲覧できるほか、市
ホームページでもご覧いただけます。
○閲覧期間　１月７日（月）～１月20日（日）
※市役所と各出張所は、土曜・日曜日、祝日を、市公民館と
北・東地区文化センターは、１月７日（月）、14日（月）、15日
（火）を除きます。
○応募方法　意見のほか住所、氏名も記載した書面などを、次の
応募先に郵送、ファクス、電子メールまたは直接、１月20日
（日）までに提出（直接の場合は土曜・日曜日、祝日を除く）
○応募先　郵　送＝〒228-8566座間市役所資源推進課

ファクス＝�046（252）7616
電子メール＝gomipub@city.zama.kanagawa.jp

また、１月７日（月）午前８時30分から12日（土）正午まで、
市役所１階市民ホールにて同計画（案）の概要をパネル形式で展
示します。期間中、会場には、意見回収箱とアンケート用紙を設
置しますので、ご覧になった意見や感想など、皆さんの声を聞か
せてください。
担当 資源推進課　�046（252）7985 �046（252）7616

絵　　画 

彫　　塑 

イラスト 
デザイン 
アニメ 

写　　真 

工　　芸 

水彩・油彩など（版画を含む）の作品で大きさは四つ切以内 

（そのほかは要相談）・・・一人２点以内 

彫塑・塑像で展示可能な作品・・・一人２点以内 

創作作品で（用紙は自由）大きさは四つ切以内 

・・・一人２点以内 

※アニメは自由 

モノクロ・カラーいずれも可能でパネルか台紙に必ず張る 

（できれば撮影データ添付）・・・一人２点以内 

創作作品で展示可能なもの・・・一人２点以内 

種　　目 応　　　募　　　規　　　定 
1

2

3

4

5

両手で上げた左（右）ひざを触れてから上に伸ばす 

拍手して左（右）手を右（左）に、右（左）手を後ろに 

両手を振り上げ体を右に回す 

両手を振り上げ体を左に回す 

同じく横に広げる 

足踏みをしながら、それぞれ両手をいったん肩に付けてから 
前・上・横・下の順に伸ばす（2セット） 

両手を横に広げながら左（右）足を前に出したら元に戻す 

両手を横に広げながら左（右）足を横に出したら元に戻す 

両手を上に伸ばして右・左・右（左・右・左）に振る 
両手を横から下ろして前で交差させ再び上に伸ばす 

左（右）手は上に伸ばしたまま、右（左）手で上げた左（右）ひざを触れたら元に戻す 

両足を開いて両手で床を2回触れたら、45度の角度に 
上体を起こして背中伸ばし両手を広げる（2セット） 

3、4を 
繰り返して、 
最後に深呼吸 

左（右）足を後ろに引いて伸ばしながら、両ひじも後上方に上げる 

横に広げた両手を軽く曲げながら上体を右（左）に曲げる 

（左） （左） （右） （右） 
（１番） 太陽に 吹かれて 

つばさ光らせて とぶ 幸せを運ぶ 

（LET'S JOIN US）WE LOVE ZAMA!　　YES, WE LOVE ZAMA! 
 

  夜明けに希望の星が降り 

みんなの歌声が元気よく座間をかけめぐる 

鳥 

ひまわりが 咲いている 

明るい明日が来て 

（2番）　坂道の 途中で 

木犀が 揺れている 

新しく吹く風が なんとなく懐かしい 

夢がまたひとつかなうでしょう 　　間奏 
足踏みかボックスステップ 

（左） 

（左へ） 

（右へ） 

（右） 

泉に願いを 

かけたなら 

6

7

8

9

10 11

カウント 1 2 3 4 5678

（LET'S JOIN US）WE LOVE ZAMA!　　　　　　YES, WE LOVE ZAMA!

市では、市民の歌「WE LOVE ZAMA!」に合わせて、だれもが気軽に体を動かすことができる
「WE LOVE ZAMA!健康体操」を、入谷出身の藤元直美さん（元NHK体操出演者）に創作していただ
き、現在、その普及に取り組んでいます。この体操は、軽快なリズムに合わせて行う体操で、老若男女
を問わず、立ってでも座ってでもできるようになっています。
ぜひ、皆さんも日ごろの健康づくりのためにWE LOVE ZAMA!健康体操を始めてみてはいかがでし

ょうか。ここでは、市民の皆さんにWE LOVE ZAMA！健康体操を実践するための三つの方法を次の
とおり用意しました。自分に合った方法を選んで、平成20年を皆さんにとっての健康づくり元年にしま
しょう。
【方法１】WE LOVE ZAMA！健康体操講座に参加する
考案者の藤元直美先生が直接WE LOVE ZAMA!健康体操を指導する講座を、次のとおり開催します。

無料ですので、お気軽にご参加ください。
○と　き　２月７日（木）午後１時30分～３時30分
○ところ　東原コミュニティセンター集会室
○定　員　30人（申込順）
○保　育　あり（無料。２歳以上未就学児）
※申し込み時に保育希望とお知らせください。

○申込方法　２月６日（水）までに電話、ファクス、電子メールで担当へ
※ファクス、電子メールの方は、氏名・電話番号・住所・年齢を記入してください。

【方法２】マニュアルビデオを購入する
発売以来、大好評のマニュアルビデオが新しくなりました。ビデオには、考案者の藤元先生と助手の鮫
島先生による丁寧な解説や実技のほか、職場などで座ってできる体操も収録しています（収録時間35分）。
○販売価格　300円
○販売場所　市役所２階健康づくり課、各出張所
【方法３】
市民の歌WE LOVE ZAMA!は、市ホームページでダウンロードできます。ダウンロードしたWE

LOVE ZAMA!に合わせて、下図の動きを参考にしながら、好きな時間に気軽に挑戦してみましょう。
担当 健康づくり課 �046（252）7995 �046（255）3550

電子メール healthy@city.zama.kanagawa.jp

座 間 市 消 費 生 活 相 談

WE LOVE ZAMA！健康体操で平成20年を健康づくり元年に！WE LOVE ZAMA！健康体操で平成20年を健康づくり元年に！
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表１　歳入予算の推移 （単位：千円）
　 款 　  
市 税  
地 方 譲 与 税  
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
 
地方特例交付金 
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  
　合　　計　 

国有提供施設等所在  
市町村助成交付金等  

当初予算額 ９月末予算額 補正額 
19,089,293 
284,000 
88,000 
48,000 
51,000 

1,037,000 
333,000 
222,700 
165,432 
150,000 
23,826 
407,900 
378,444 

3,227,285 
1,584,440 
14,412 
4,553 

547,539 
750,000 
471,668 

2,111,110 
30,989,602

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

△ 54,392 
106,847 

0 
0 

401 
477 
854 
0 
0 
0 
0 

11,287 
0 

65,474

19,089,293 
284,000 
88,000 
48,000 
51,000 

1,037,000 
333,000 
222,700 
111,040 
256,847 
23,826 
407,900 
378,845 

3,227,762 
1,585,294 
14,412 
4,553 

547,539 
750,000 
482,955 

2,111,110 
31,055,076

表２　歳出予算の推移 （単位：千円）
　 款 　  
議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
労 働 費  
農林水産業費 
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
予 備 費  
　合　　計　 

［グラフ１・２の用語解説］ 
歳　入 
市 税  
国庫支出金 
市 債  
県支出金 
地方消費
税交付金 
繰 越 金  
繰 入 金  
そ の 他  

市民税や固定資産税などの市に納められた税金 
国から交付される補助金や負担金など 
公共施設の整備などをするときに借りる市の借金 
県から交付される補助金や負担金など 
県に収められた地方消費税の２分の１に相当する額を、市町村の
人口および従業者数で案分して、各市町村に交付されるお金 
前年度から繰り越したお金 
積み立てられた資金などから引き出したお金 
国や県から交付される交付金や使用料・手数料など 

歳　出 
民 生 費  
総 務 費  
公 債 費  
土 木 費  
衛 生 費  
教 育 費  
消 防 費  
そ の 他  

高齢者や障害者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費 
住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などの経費 
市の借金の元金と利子を支払うための経費 
道路、河川、公園などの整備のための経費 
ごみ処理や市民の健康の維持・増進などに必要な事業のための経費 
小・中学校での教育、生涯学習などの経費 
消防、救急活動、防災など市民の安全を守るための経費 
市議会の運営、農業や商・工業の振興などの経費 

当初予算額 ９月末予算額 補正額 
305,096 

4,564,126 
10,233,555 
3,365,060 
128,446 
104,224 
119,225 

3,353,277 
1,492,979 
3,113,878 
4,163,635 
16,101 
30,000 

30,989,602

△ 172 
△ 532 
△ 131 

△ 18,124 
△ 7 
△ 58 
△ 21 
774 

△ 345 
287 
0 
0 

83,803 
65,474

304,924 
4,563,594 
10,233,424 
3,346,936 
128,439 
104,166 
119,204 

3,354,051 
1,492,634 
3,114,165 
4,163,635 
16,101 
113,803 

31,055,076

一
　
般
　
会
　
計

特
別
会
計
お
よ
び

企
業
会
計

区　分 平成１９年９月末現在 平成１８年度決算 増減額等 増減率（%） 

土 地  

建 物  

基 金  

有 価 証 券 等  

904,749㎡ 

251,981㎡ 

16億3,058万円 

2億5,468万円 

902,960㎡ 

252,843㎡ 

16億270万円 

2億5,499万円 

1,789㎡ 

△ 862㎡ 

2,788万円 

△ 31万円 

0.2 

△ 0.3 

1.7 

△ 0.1

表５　市の財産 

区　分 平成１９年９月末現在 平成１８年度決算 増減額 増減率（%） 

市 債  

土地開発公社の借入金 

合 計  

277億9,814万円 

12億4,829万円 

290億4,643万円 

291億6,422万円 

11億6,686万円 

303億3,108万円 

△13億6,608万円 

8,143万円 

△12億8,465万円 

△ 4.7 

7.0 

△ 4.2

表６　市の負債 

区　　　分 支出済額 
千円 

収入率 
％ 

収入済額 
千円 

予　算　額 
千円 

執行率 
％ 

国民健康保険事業特別会計 
老 人 保 健 特 別 会 計  
公共下水道事業特別会計 
介護保険事業特別会計 

12,468,387 
5,215,833 
4,039,882 
4,192,881

5,385,340 
2,208,244 
1,737,116 
1,770,619

5,163,150 
2,204,489 
1,215,501 
1,657,840

41.4 
42.3 
30.1 
39.5

43.2 
42.3 
43.0 
42.2

表３　特別会計の歳入・歳出の状況 （平成１９年９月３０日現在） 

区　　　分 支出済額 
千円 

収入率 
％ 

収入済額 
千円 

予　算　額 
千円 

執行率 
％ 

収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 

2,115,506 
2,096,697 
292,242 

1,292,983

831,179 
――― 

201,260 
――― 

――― 
594,047 
――― 

419,582

―― 
28.3 
―― 
32.5

39.3 
―― 
68.9 
―― 

表４　企業会計の収入・支出の状況 （平成１９年９月３０日現在） 

水道事業会計 

 

0 20 40 60 80 100 120 
億円 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 
億円 

190億8,929万3千円 
98億3,321万8千円（51.5％） 

32億2,776万2千円 
12億3,509万1千円（38.3％） 

21億1,111万円 
0千円（0.0％） 

15億8,529万4千円 
7億8,018万6千円（49.2％） 

10億3,700万円 
6億1,837万6千円（59.6％） 

7億5,000万円 
8億7,970万9千円（117.3％） 

5億4,753万9千円 
1,987万4千円（3.6％） 

27億707万8千円 
10億1,169万7千円（37.4％） 

グラフ１　歳入の状況 （平成１９年９月３０日現在） 

102億3,342万4千円 
50億5,345万8千円（49.4％） 

45億6,359万4千円 
16億4,534万4千円（36.1％） 

41億6,363万5千円 
13億9,776万4千円（33.6％） 

33億5,405万1千円 
18億3,541万6千円（54.7％） 

33億4,693万6千円 
13億9,153万円（41.6％） 

31億1,416万5千円 
12億7,944万4千円（41.1％） 

14億9,263万4千円 
6億8,580万4千円（45.9％） 

7億8,663万7千円 
3億4,883万5千円（44.3％） 

グラフ２　歳出の状況 （平成１９年９月３０日現在） 

民 生 費  

総 務 費  

公 債 費  

土 木 費  

衛 生 費  

教 育 費  

消 防 費  

そ の 他  

予算額 

支出済額（執行率） 

予算額 

収入済額（収入率） 

市 税  

国庫支出金 

市 債  

県支出金 

地方消費税交付金 

繰 越 金  

繰 入 金  

そ の 他  

市 の 財 産 と 負 債 （ 一 般 会 計 ） 特 別 会 計 お よ び 企 業 会 計

一 般 会 計

れ
ぞ
れ
の
歳
入
・
歳
出
の
状
況

は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

企
業
会
計
は
、
一
般
的
に
は

株
式
会
社
な
ど
の
民
間
企
業
に

お
け
る
会
計
の
総
称
で
す
が
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
上
で

は
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を

受
け
る
公
営
企
業
の
会
計
の
こ

と
で
す
。
本
市
で
は
、
水
道
事

業
が
企
業
会
計
に
当
た
り
、
そ

の
収
入
・
支
出
の
状
況
は
、
表

４
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
九
年
九
月
末
現
在
の

市
の
財
産
は
表
５
、
市
の
負
債

は
表
６
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
市
債
に
は
、
国
が
行

っ
た
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減

収
額
を
埋
め
る
た
め
の
減
税
補

て
ん
債
四
十
四
億
八
百
三
十
七

万
円
（
う
ち
借
換
分
二
十
億
八

千
三
百
三
十
六
万
円
を
含
む
）、

臨
時
税
収
補
て
ん
債
四
億
二
千

六
百
二
十
四
万
円
お
よ
び
地
方

交
付
税
の
振
替
額
の
う
ち
地
方

負
担
分
と
な
る
臨
時
財
政
対
策

債
七
十
七
億
二
千
二
百
十
四
万

円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
の
財
産
と
負
債

（
一
般
会
計
）
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1
日 月 火 水 木 金 土 
   1 2 3 4 5 
 6 7 8 9 10 11 12 
 13 14 15 16 17 18 19 
 20 21 22 23 24 25 26 
 27 28 29 30 31

2
日 月 火 水 木 金 土 
      1 2 
 3 4 5 6 7 8 9 
 10 11 12 13 14 15 16 
 17 18 19 20 21 22 23 
 24 25 26 27 28 29

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

【税務署への平成19年分法定調書
（源泉徴収票、支払調書）の提出】
○提出方法　フロッピーディスクな
どによる提出、インターネットホ
ームページ「e－Tax」サービス
を利用した提出

○提出期限　１月31日（木）
○問い合わせ先　大和税務署個人課
税第１部門�046（262）9245

【納税には安全・便利・確実な「振
替納税」のご利用を】
○所得税第３期分の振替納付日　４
月22日（火）

○消費税（個人事業者）確定申告分
の振替納付日　４月24日（木）

○問い合わせ先　大和税務署管理部
門�046（262）9439

担当 市民税課
�046（252）8007 �046（255）3550

国民生活金融公庫の普通貸付制度
を利用する商工業経営者を対象に、
利息の一部を一定期間補助します。
○申請期間　１月４日（金）～18日
（金）
○補助期間　申請後３年間
○申請場所　市役所４階商工観光課
○持ち物　支払明細書、融資手続き
に使用した印、振込先の分かる物

担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

○と　き　１月22日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

▼ひばりが丘南児童館＝５日・19日
午後２時30分～３時30分▼小松原１
丁目児童遊園地＝10日・24日午前10
時30分～11時30分▼入谷小学校＝10
日・24日午後２時50分～３時45分▼
東原小学校＝18日午後３時～３時45
分▼ＮＴＴ栗原社宅＝９日・23日午
前10時30分～11時30分▼栗原小学
校＝11日・25日午後２時45分～３時
45分▼東原共同住宅８号棟前＝17
日・31日午前10時30分～11時30分▼
相模が丘４丁目多目的広場＝18日午
前10時30分～11時30分▼相模野小学
校＝23日午後２時５分～３時45分▼
中原小学校＝16日・30日午後２時55
分～３時45分
※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

◆ほんとうに初めてのパソコン講座
○と　き　２月13日（水）、15日
（金）、20日（水）、22日（金）【１
部】午後１時30分～４時30分【２
部】午後６時30分～９時30分（い
ずれも全４回）

○内　容　文字入力の学習とインタ
ーネットやメールなどの体験

○対　象　市内在住・在勤のパソコ
ン初心者で全日程参加可能な方

○定　員　各16人（多数抽選）
○参加費　1,850円（テキスト代な
ど）

○申込方法　１月４日（金）から９
日（水）までに直接・電話・ファ
クスで同センターへ

◆大人のための朗読会
○と　き　１月20日（日）午後１時
～２時30分

○内　容　大原富枝「夢の椅子
い す

」、
太宰治「津軽」、日本むかし話
「金の斧

おの

」などを朗読する
○対　象　市内在住・在勤者
○参加費　無料
○参加方法　当日直接同センターへ

◆おはなしの講習会２
○と　き　①１月18日（金）午前10
時～正午②26日（土）午後１時～
３時③31日（木）午前10時～正午
（全３回）
○内　容　①横浜中央図書館司書杉
浦弘美さんの講座「おはなし会に
こんな工夫を」②小説「ゲド戦記」
の翻訳者清水真砂子さんの講座
「子どもの本の辺り」③東京子ど
も図書館職員加藤節子さんの講座
「おはなしを語ってみよう」
○対　象　全日程参加可能な、図書
館や学校などで読み聞かせをして
いる方

○定　員　40人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法＝１月４日（金）から直
接・電話で同館へ
※②のみの参加者も同時に募集し
ます。対象はどなたでも可で、定
員は40人（申込順）です。

◇譲ります
座卓テーブル（いす６脚）、１人掛
けソファ、事務いす、バーベキュー
用鉄板、瀬戸火鉢、学習机、子ども
用食卓いす、一輪車、剣道具一式、
ハイ＆ローチェアー、14インチテレ
ビ、足踏みミシン、おまる、電子ピ
アノ、ファクス付き電話機、子ども
用ジム、ワープロ

◇希望します
ノートパソコン、ベビーカー、子ど
も用自転車、テレビ、子ども用鉄道
模型、50ccスクーター、婦人用自
転車、ミシン、大型冷蔵庫、ベビー
ゲート、ベビーベッド、機織り機、
炊飯器、ＣＤラジカセ、オーブンレ
ンジ、３人掛けソファ、ＤＶＤプレ
イヤー、ファクス機、室内バイク、
介護用の風呂いす、メトロノーム、
ドラムセット、脚が４本の杖

つえ

○相模社交ダンス同好会
▽内容＝社交ダンスを楽しむ▽と
き＝毎週金曜日午後７時～９時30分
▽ところ＝北地区文化センターほか
▽対象＝社交ダンスの経験が多少あ
る50歳以上の方▽会費＝月額2000円
（入会金2000円）▽連絡先＝�046

（257）9076（五十嵐）
○和

わ

峰
ほう

会
▽内容＝鎌倉彫を楽しむ▽とき＝毎
月第２・４木曜日午前10時～正午▽
ところ＝北地区文化センター▽会
費＝月額3000円▽連絡先＝�042
（743）4086（本田）
○フランス料理・パン教室「トレビ
アーン」

▽内容＝①講師を迎えてのフランス
料理教室②会員講師によるパン教室
▽とき＝①奇数月第４日曜日午前10
時～午後２時②偶数月第４火曜日午
前10時～午後２時▽ところ＝市公民
館▽定員＝①24人②８人▽会費＝毎
回①2500円②1500円▽連絡先＝�
090（9641）3829（岩見）
○ＡＢＣサークル
▽内容＝英語の学習▽とき＝毎月２
回水曜日午前10時～正午▽ところ＝
東地区文化センター▽会費＝月額
2000円（入会金1000円）▽連絡先＝
�046（258）1906（山�）

区　分 と　　　き と　こ　ろ 

法　　　　律 

交　通　事　故 
不　動　産  
（取引・契約） 

障　害　児　者 
（身体・知的） 

市　　　　民 

行　　　　政 
（国に対する要望） 

消　費　生　活 
（訪問販売・多重債務など） 

行　政　書　士 
（相続・遺言） 

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８ 

�０４６（２５２）８４９０ 
（電話相談も可） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時30分 

毎月第４木曜日午後１時30分～４時30分 

毎月第３火曜日午後１時30分～４時30分 

毎月第２・第３木曜日午後１時30分～４時 
30分（予約制（電話可）。４日午前８時30分 
から今月分を受け付け） 

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時30分～ 
９時、第２・第３水曜日午後１時30分～４時 
30分（予約制（電話可）。４日午前８時30分 
から今月分を受け付け） 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～正午と午後１時 
～３時30分 

24日 

毎月第３木曜日午前９時30分～11時30分 17日 

15日 

10日 
17日 

司　法　書　士 
（登記・多重債 
務・少額訴訟） 

奇数月第３金曜日午後１時30分～４時30分 
（予約制（電話可）。４日午前８時30分から 
今月分を受け付け） 

18日 

８日夜 
９日　 
15日夜 
16日　 
22日夜 

1月の相談日 

市役所３階相談室 
※法律・行政書士・司
法書士相談は、いずれ
も定員になり次第、締
め切ります。なお、多
くの方が利用できるよ
うに、司法書士相談は
一人30分以内、法律相
談は年間一人につき１
回（25分以内）とさせ
ていただきます。要点
を整理してご相談くだ
さい。 

高年齢者職業 

駐留軍離職者 

青　少　年 

教　　　　育 

子どもいじめ 
ホットライン 

就　学　相　談 
（障害児対象） 

ひとり親家庭 

児　童　相　談 

毎月第３木曜日午前９時～午後３時 

毎月第３木曜日午前10時～午後３時 

毎週月曜～金曜日午前10時～午後４時 

毎週月曜・水曜・金曜日午前９時～午後０時15分と 
午後１時～５時15分 

毎週火曜・金曜日午後１時～５時 
（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～11時30分と午後 
１時～３時30分、土曜・日曜日と祝日午前10時～ 
午後３時（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～正午 
午後１時～５時（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

人　　　　権 

ドメスティック 
バイオレンス 

毎月第２火曜日午前９時～正午 ８日 

17日 

17日 市役所５階第７会議室 

ふれあい会館２階 

市役所１階子育て支援課 

市役所１階子育て支援課 

青少年センター１階 
青少年相談室 

市役所５階 
教育指導課 

市役所５階教育研究所 

市役所３階相談室 

市役所１階障害福祉課 

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８０８７ 

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４ 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～午後８時 �０４６（２５９）２１６４ 
（電話相談のみ） 

担当　教育指導課 �０４６（２５２）８４８３ 

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７ 

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１ 

相談専用電話 
�０４６（２５５）０５００ 

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４ 

担当　長寿介護課 �０４６（２５２）７１２７ 

担当　障害福祉課 �０４６（２５２）７１３２ 

1月に納めていただくのは
▽国民健康保険税（第８期）
※最寄りの市指定金融機関、ゆうちょ銀行・郵便局、市役所または各
出張所で納めてください。使用料などもお忘れなく。
※毎月第２・第４土曜日午前８時30分から正午まで、市役所において
市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています（１月は12日、26
日）。
※詳しい内容は収納課�046（252）8021へ（国民健康保険税については
国保年金課�046（252）7003へ）。

市民税課からのお知らせ

国民生活金融公庫の普通貸付
利息補助の申請を！

教育委員会１月定例会

移動図書館ひまわり号巡回日程

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704
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多賀
た が

樹
じゅ

菜
な

ちゃん
H19. 7 .19生まれ　女
相模が丘 1 丁目

相
あい

田
だ

美優
み う

ちゃん
H19. 6 .22生まれ　女
緑ケ丘 2 丁目

情熱の国、イタリアの風にのって 
○と　き　１月９日（水）午後０時３０分～０時５０分 

○ところ　市役所１階市民サロン 

○曲　目　「アル・ディ・ラ」「カタリ」 

　　　　　「千の風になって（イタリー語バージョン）」ほか 

○演奏者　ハイ・バリトン　小川雄亮さん、ピアノ　加藤恵実子さん 

吉
よし

田
だ

朔
さく

ちゃん
H18.12. 1 生まれ　女
相模が丘 1 丁目

安藤
あんどう

暉
きい

珠
す

ちゃん
H18.11.23生まれ　男
入谷 4 丁目

新成人の皆さんおめ

でとうございます。今

回成人式を迎える皆さ

んは、昭和62年４月２

日から昭和63年４月１

日までに生まれた方で、

1,302人（男性681人、

女性621人）です。

式典当日は、既に送

付している入場券を持

参の上、ご参加ください。

○と　き　１月14日（月）午前11時～正午（午前10時～受け付け）

○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）大ホール

※入場券が届いていない場合は、担当にお問い合わせください。

担当 青少年課　�046（253）8415 �046（259）2163

○と　き　１月13日（日）午

前９時30分～

○ところ　座間小学校校庭

（荒天の場合は、同校体育

館で式典のみ）

○内　容　▽式典＝車両行

進、表彰、座間市少女マー

チングバンドによる演技▽

演技＝自主防災組織による可搬式動力ポンプ放水演技、消防団によ

る小型ポンプ操法演技、ポンプ車操法演技、消防署・立野台地区女

性消防隊による演技など

担当 消防総務課　�046（256）2211 �046（256）2215

○と　き　１月20日（日）正

午～午後４時40分（予定）

○ところ　ハーモニーホール

座間（市民文化会館）大ホ

ール

○内　容　市内10の祭囃子団

体の演奏、チョッピリ先生

の演技、銭太鼓ほか

○入　場　無料

○申込方法　当日直接会場へ

担当 生涯学習推進課　�046（252）8431 �046（252）4311

市は、今回の米軍再編のキャンプ座間に関し、日米安全保障条約や地位
協定をはじめとして、沖縄県の公有水面埋立法や横須賀市の港湾法に基づ
くような許認可権などを有していないことから、誠に厳しい問題であると
考えています。
同時に、今回の再編は、日米両国間の合意事項で相当に重いものである

とともに、防衛は基本的に国の専管事項として、国がその責任を果たして
いくという厳しい現実がある事柄と存じています。
しかし、市としては日本の国土の平和と安全の一翼を担い、基地の存在

により今日まで60年以上にわたり経済的かつ精神的な負担や、今回の米軍
再編で国自らが認めている人口密集地にあるキャンプ座間の周辺市民が新
たな負担を引き続き担うことを考え、市は行政として、市議会、市自治会
連絡協議会とが三者一体となった市連絡協議会を組織しました。
市連絡協議会では、（1）市総合計画において、基地の整理・縮小・返還

を市是としていること（2）昭和46年６月に自衛隊の基地一部使用に関し、
国と取り交わした覚書の第２条で、国は基地の縮小に最大限の努力をする
と約束したことをもってキャンプ座間の恒久化を解消する具体的方策を国
に求め続けてきました。
平成18年４月、国は市の求めに応じ、恒久化解消への具体的方策を示す

ことを約束し、それをもって地元の理解と協力を求めたいとしています。
したがって、市はその約束を早期に示すことを今日まで度重ねて求め続け
ていますが、未だに示されていません。国が約束したことを反故にするこ
とは絶対にあってはなりませんし、その約束を履行することが国として、
第一の信義であると考えています。
市としては、国が約束した恒久化解消への具体的な方策が示され、それ

が国の将来へ向けての責任ある内容として受け止めることができれば、市
連絡協議会に諮り、協議をした上で、市としての方向をまとめていく考え
でいます。そのため、今、国の責任ある将来への姿勢を明確にさせておく
ことは最も大切なことと考えています。また、この基本的な姿勢は今日ま
で決して揺らぐことなく、一切変わっていないことを改めて市民の皆さん
にお知らせします。
国は、今回の米軍再編によりキャンプ座間は強化され、地元負担も増加

することを認めています。この負担軽減策については、市民の皆さんには
さまざまな意見があると思います。市としては、前述のとおり、まずは国
が示すと約束した恒久化解消への具体的な方策をもって市連絡協議会で協
議し、市としての方向をまとめた後にしっかりと負担軽減策を国へ求める
べきであると考えています。
改めて、市民の皆さんのご理解をお願いします。

担当 渉外課 �046（252）8307 �046（252）0220

本紙12月15日号の１面、公共施設業務日程表のハーモニーホール座間（市民文化会館）の
１月４日に誤りがありました。正しくは４日は○（通常業務日）です。
訂正してお詫び申し上げます。

お詫びと訂正

米軍再編にかかるキャンプ座間に対する 
　　　市の基本的姿勢 
米軍再編にかかるキャンプ座間に対する 
　　　市の基本的姿勢 

国が約束をまず果たすこと 国が約束をまず果たすこと 

※市連絡協議会の活動については、「協議会ニュース（現在26号まで発行）」にて
報告させていただいております。協議会ニュースは、自治会回覧のほか、図書館、
市公民館、北・東地区文化センターのほか、各コミュニティセンターにも置いて
あります。ご自由にご覧ください。また、市ホームページでも情報を確認するこ
とができます。
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